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FreeBSD の８系の OS で運用していた。これらのサーバは仮想マシンとしていたため，システム
入れ替えはハードウェアと切り離して更新が可能となる。これまで，仮想マシン上の OS を必要に



















































CUE-Cloud は，ハイパーバイザーに XenServer を用いることとした。そのため，コントローラに，
XenCenter を用いる。CloudStack 等，高機能なクラウドコントローラは，多数存在するが，CUE-
Cloud はシンプルな構成で，運用も単純な形を目指したため，コントローラも構築が容易で，運用



















ML110 G6 を用いた。今回使用した ML110 の基本的な構成は，CPU にインテルの Celeron G1101




４台＋１台の構成とした。ハイパーバイザーには XenServer 6.5 SP 1 を用いた。
　CUE-Cloud の計算プールに対し，共有ストレージを用意する。共有ストレージは，オープンソー
スの FreeNAS を用いることで用意する。上記構成の ML110 に，FreeNAS をインストールし，内
蔵 HDD を追加することで作成する。ML110 は HDD 用内部ベイを４つ持つことから，３TByte の
3.5 インチ HDD を４本接続しこれを提供用ボリュームとして用いる。４本の HDD は，RAID10 で
運用することで，６Tbyte のストレージとして用いる。共有用のボリュームとは別に，FreeNAS






る。Ceph や GlusterFS を採用するとストレージに複数の計算機が必要になり，構成が複雑になる。






　クラウドコントローラには，XenCenter を用いる。XenCenter は，Windows のアプリケーショ
ンとして提供されているため，XenCenter のために標準的な WindowsPC を１台用意する。また，
この WindowsPC では，FreeNAS の設定もおこなう。FreeNAS では，管理のために Web インタ
フェースが提供されているため，コントロール系のプライベートネットワークに接続されたクライ
アントのブラウザ経由で管理をおこなうことができる。








Cloud の運用を始めた。計算プールとして５台の ML110 に XenServer をインストールし構成した。
この５台の ML110 をプライベートネットワークに接続している。XenServer は，プライベートネッ
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ABSTRACT
　　With the development of cloud technology, information systems of higher education are 
moved to the cloud from an on-premises.  On the other hand, it is to progress for construction of 
the private cloud to become a small-scale-wise.  We believe that the spread of the private cloud 
advances in university.  However, the construction of the private cloud that combines of various 
techniques is not easy.  At Center for University of Extension, Tokushima University, we decided 
to build a private cloud from the need to update the server.  In this paper, we consider the way 
of private cloud building in the university.  It describes the private cloud that we actually build. 
About one month, this private cloud is used.  The results of trial, availability of private cloud 
have been found to be high.
